
今日は「台湾の方言―台湾語」について話したいと思います。
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台湾にはさまざまな民族がいます。その中で、漢人以外に原住民や客家人や移民
がいます。そのため、台湾で「国語」としての中国語のほかに、多くの方言が使
われています。その中で、もっとも多く使われているのは「台湾語」という方言
です。それで、皆さんに紹介したいと思います。
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では、まず、台湾語の歴史について説明します。台湾人の祖先は大部分が17世
紀から19世紀にかけて中国の福建の南部から移住してきた人たちです。台湾語は
福建語の基礎に基づいて、発展して広まりました。
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また、台湾は 1895 年から 1945 年までの 50 年間、日本によって統治されました。
そして、日本語からの表現が台湾に浸透していました。
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戦争が終わった後で、台湾の政府は「国語教育政策」を推し進めました。「国
語教育政策」とは、日本語や台湾語などの方言の使用を全面的に禁止することで
す。つまり、国語の中国語しか話せませんでした。

1987年から方言の使用が開放されました。このような背景を持って、今でも台
湾語の中に、一部の日本語の語彙が残っています。
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これから、日本語に似ている台湾語を紹介したいと思います。まず、日本語と
発音や意味が同じ借用語です。例えば、ライターや気持ちやモーターなどの語彙
です。次は、発音は同じですが、アクセントが違う語彙です。一つは、台湾でよ
く見られるオートバイです。オートバイは日本語で「オートバイ」と言いますが、
台湾語では「オートバイ」と言います。もう一つはりんごです。日本語で「りん
ご」ですが、台湾語では「りんご」です。
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最後は、日本語の発音と似ていますが、意味が本来の日本語から離れてしまっ
た表現です。一つ目は台湾語で「アサブル」という表現です。「アサブル」とは
めちゃくちゃ、非常識、ろくでもないという意味です。それは日本語の「朝風
呂」から残った表現です。昔台湾の農村社会では、人は朝起きてすぐ畑へでかけ
るから、朝風呂どころではないのです。つまり、朝風呂をする人は非常識のろく
でなしというわけです。そのように、意味が変わったのです。
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二つ目は台湾語で「アタマコングリ」という表現です。それは頭とコンクリー
トを合わせた語彙です。「アタマコングリ」とは人は頭がコンクリートのように
固くて固執するということです。そして、「アタマコングリ」と同じような表現
に「アタマショート」があります。その中のショートは回線がショートするとい
う意味です。つまり、「アタマショート」は頭が壊れたという意味です。二つの
言葉はあまり丁寧ではない言葉ですから、他の人には使わない方がいいですよ。
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台湾人は人によって台湾語の流暢さが違います。北部より南部の人が流暢に話
せます。台北など都心部の人は台湾語を話せないで、聞き取りだけできるという
人も多くいます。それに対して、郊外の高齢者になると台湾語しか話せないとい
う場合もあります。近年、台湾語が流暢に話せる若者が徐々に少なくなりました。
そして、台湾語の文字の教育制度が整っていないので、伝承しにくいのです。
私は台湾の南部で生まれました。台湾語の聞き取りはできますが、流暢に話せ

ません。家の父が私に台湾語で話す時、いつも中国語で返事します。台湾語は台
湾の代表的な方言ですから、帰国して、父になるべく台湾語を話して練習したい
と思っています。
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